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日本一の規模を誇り，溜池の多い香川県の中で

も最も古い歴史を持っている「満濃池」は，大宝

年間（７０１～７０４年）にかけて，讃岐の国守「道守

朝臣」により創築されたと言われています。

創築後も決壊と修築を繰り返しましたが，数あ

る修築において最も有名な人物が，真言密教の祖

でもある空海。この空海も満濃池の改修工事の指

揮をとっています（弘仁１２年（８２１年））。

土木知識に長けた空海は，全く新しい独特の構

想をもって修築計画を立案したと言われていま

す。特に，堤の内側を水圧防止のために弧を描い

て造る“逆アーチ型の堤防”や，余水吐，水たた

き等は，当時としては画期的かつ最先端の技法

で，現在でも多くのダムや堤にも用いられてお

り，国内はもとより海外からも技術者が見学に訪

れているそうです。

空海の修築後も，現在の規模となるまでに，そ

の後何度も決壊と修築を繰り返しました。明治

３８，９年に堤防を３尺（０．８７m）かさ上げ，大正

３年（１９１４年）にはすべての樋をコンクリートや

花こう岩に替え，煉瓦造りの配水塔も設けられ，

昭和２年に５尺（１．５１m）のかさ上げ工事を行い

ました。しかし，こうした修築にもかかわらず，

灌漑用水としての水不足は続き，昭和９年には記

録的な干魃にも襲われました。

そこで，昭和１６年（１９４２年）から，“昭和の大

改修”とも呼ばれる６mという大規模なかさ上

げ工事にかかりました。その後，第二次世界大戦

にと時代は混乱期を迎え，昭和１９年には工事が中

止，戦後昭和２１年から再開，昭和３４年（１９５９年）

についに完成し，堤防の高さは３２m，堤防の長さ

は１５５．８m，貯水量１，５４０万 tという現在の満濃池

の規模となりました。

満濃池は創築後１３００年が経過する現在において

も，２市３町３，０００ha を受益面積とする，県内最

大の溜池です。

龍神伝説

大きな溜池には応々にして龍の伝説がありま

す。龍は雲を呼び，雨をもたらすからです。

満濃池にも龍の話があり，今昔物語の中には満

濃池の龍の話も出てきます。

今は昔，満濃池に住んでいた龍が，池辺で子蛇

の姿で日なたぼっこをしていると，鳶になって餌

を求めていた近江の国の比良山の天狗がこれを見

つけて，捕まえて持ち帰り比良山の洞に入れた。

さらに餌を求めつづけた天狗は，比叡山ではばか

りにたった僧を見つけて，やはりこれを捕まえて

持ち帰り龍と同じ洞に入れた。僧が持っていた水

瓶の水を得た小蛇は，龍の姿に戻り洞を破って僧

を助け，京都の町で僧に化けていた天狗を踏みつ

ぶしたという。
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満濃池のゆる抜き

香川県を代表する夏の行事。毎年６月中旬に水

の神様をまつり水の宮と言われる神野神社で五穀

豊穣を祈願し，池守護の道場神野寺で真言密教の

護摩供養が行われた後，正午より満濃池の初ゆる

抜き（取水管の栓を開けて，溜池の水を流し落と

すこと）が行われ，毎秒４m3という水が配水口

から放水されます。江戸時代以前から行われてい

る大切な行事で，丸亀平野に初夏を告げる一大風

物詩で県内外から大勢の見物客が訪れています。

流れ出る水は川を下り周辺３，０００ha の田を潤し，

この日を境にいっせいに田植えが始まります。

【交 通】

・JR琴平駅（土讃線）よりタク

シーにて約１５分

・琴電琴平駅または岡田駅よりタ

クシーにて約１５分

・高松自動車道善通寺 ICより約

２５分

・徳島自動車道美馬 ICより約４０

分

【探訪コース】

国営讃岐まんのう公園，香川県

満濃池森林公園，ほたる見公園に

隣接し，満濃池周辺には小さな命

達が息づいています。国営讃岐ま

んのう公園の誕生により，満濃池

は水と緑を生かしたオートリゾー

トの拠点として発展しています。

満濃池のほとりに立つ純和風の

“かりん亭”では，町内の主婦

“まんでがんかあちゃん”が集ま

って郷土色豊かな素材でおもてな

ししてくれます。

また，満濃池中心に古くからの

歴史を誇る満濃町には，弘法大師

空海ゆかりの寺や史跡も点在して

います。湯立神楽（三島神社）は

１０月１２日，１３日に行われる湯立の

神事の際に行われる神楽。無形文

化財としても注目を集めていま

す。

海の守護神「さぬきのこんぴら

さん」までは車で約１５分，こんぴ

ら温泉郷の施設を利用しての，こ

んぴら参りも楽しめます。

【特産品】

讃岐といえば「うどん」。手打

ちうどんの原型となる手法は，空

海によって唐から伝えられたと言

われています。満濃町でも昔から

農村行事のおりおりに欠かせない

ものとなっています。かりん亭で

は，うどん打ち体験をはじめ，う

どんづくり教室などが盛んに行わ

れており，自分で打ったうどんを

味わうのもよし。一方，町内のう

どん店を配した「満濃町うどんマ

ップ」が用意してあり，食べ歩き

も楽しめます。

【問合せ先】

香川県満濃町企画観光課

電話 ０８７７―７３―０１０６
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